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光触媒による水分解は，太陽光水素製造の候補技術として興味が持たれている.紫外光照射下では量

子収率が50％を超える高効率な光触媒による水分解反応が実証されており，可視光に応答する高効

率な光触媒の構築が求められている.本講演では，筆者が取り組んできたバンドポテンシャル制御によ

る可視光応答性光触媒開発について紹介する.Cu(I)は価電子帯ポテンシャルを上げる効果を有してお

り，Cu(I)含有酸化物が水素生成能を有する可視光応答性の光触媒として機能することを見出した.また，

酸窒化物の固溶体形成による窒素含有量の制御を通じて価電子帯ポテンシャルのコントロールするこ

と（酸化力の増大）により，水を酸化する能力が発現することを見出した. 
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